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年頭所感

明けましておめでとうございます。皆様にはお元気でよい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
お正月のテレビにベネチアのサンマルコ広場が海水に浸っている画面が映し出されました。オランダが海面上

昇により水没する。ニューヨークに海水が押し寄せ水没するという ドラマもありました。これらは単なる仮
想ではなく、近年の気象に異常が生じていることを問いかけているのではないでしょうか。
それにしても 年は、集中豪雨、台風そして地震と数多くの自然災害に見舞われました。特に台風の上陸は
月から 月まで史上最多の 個で、これまでの記録 個をはるかに上回る約 倍となり、全国各地に甚大な被

害をもたらしました。
地震は別問題としても、昨年のこの現象を単なる異常気象といって片づけることができないような気がします。
統計的にみますと、近年異常気象といわれる風水害が顕著になってきております。異常気象はエルニーニョ現象
や地球温暖化等の影響により発生しますが、気候変動は自然を原因とするもののほかに、人為的な原因によって
起きているとも言われております。昨年の集中豪雨や台風が多く発生した原因は、太平洋高気圧が異常に強く北
へ張り出したからですが、近年、太平洋東部赤道付近の海水の温度が上昇するエルニーニョ現象がおきているこ
と、二酸化炭素（ ）等の増加に伴う地球温暖化傾向が顕著になっていることがその原因に挙げられています。
その結果、 将来も異常気象は発生する、 気温は長期的に上昇する、 激しい豪雨が頻発しまた少雨が増加す
る、ということが言われております。確かに日本の気候は、短期的、局所的な集中豪雨や を超える暴風など
振幅が極端に大きくなってきており、人為的な原因が多いとすれば、この傾向は今後も続く、いやもっと多発す
ると言わなければなりません。来月には温暖化対策を盛り込んだ京都議定書が発効しますが、最初の一歩に過ぎ
ません。
これら異常気象が今後も続発することを考えると、治水事業に携わる我々関係者としては、異常気象に対応す
べく意を新たに取り組む必要があります。
幸い、三位一体改革の議論の際に、河川流域ごとに国と地方からなる 総合流域防災協議会（仮称） が設置

されることとなりました。国と地方が連携して防災に当たる体制ができるものと歓迎しております。
ただ現下の厳しい財政事情を考慮すると、河川整備に多くの財政を投資することは困難であり、ソフト的な対
策も一体として取り入れていかなければなりません。水防体制の強化、ハザードマップの作成、洪水時の情報連
絡体制の整備等が欠かせない事項です。昨年、一部の自治体で避難勧告が遅れて、災害弱者といわれる高齢者に
大きな被害が出ましたが、避難勧告・避難指示の出し方が重要になってまいります。具体的にどの程度の雨量や
水位となったら勧告・指示を出すかなどの客観的な基準づくりを急がなければなりません。
災害が発生してからでは手遅れです。国民が安心して生活できる災害を未然に防止する災害予防が国の責務で
あろうと考えます。
私ども全水連といたしましても、会員皆様のご意見を頂戴しながら、国と地方との連携を一層深めるよう努め
てまいります。関係各位の更なるご指導・ご支援を切にお願い申し上げますとともに、新年が明るい良い年にな
りますよう祈念いたしまして、新年のご挨拶といたします。

全国治水期成同盟会連合会会長

参議院議員 陣 内 孝 雄

異 常 気 象 に 備 え る



平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

謹んで新春のご挨拶を申し上げます。皆様には日頃より、河川行政に対して深いご理解とご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
昨年は、梅雨前線による集中豪雨や観測史上最多の 個もの台風の上陸により、全国各地で水害や土砂災害が

発生しました。さらには、 月 日の新潟県中越地震により、家屋や公共施設などに甚大な被害が発生し、住み
馴れた故郷から避難され、今なお仮設住宅などの不便な生活を余儀なくされている住民の皆様を思うと、新年の
晴れやかな気分には浸りきれないといったところです。
昨年の災害の状況を見て、まさにこの日本においては、明日は自分の住むまちが水害や地震などに襲われる可
能性があるということを、全国の住民と行政の皆様が肌で感じられたのではないでしょうか。
国土交通省といたしましても、昨年の水害を教訓として活かすべく、社会資本整備審議会の下に設置された 豪

雨災害対策総合政策委員会 の緊急提言（ 月 日）に基づき、新たな予算制度や法制度等の整備に反映させる
とともに、当面の行動計画として盛り込み対処してまいります。
この提言は、集中豪雨の増加傾向、高齢化や地域コミュニティの衰退、財政制約などを踏まえ、新たな論点も
含めて、ソフト対策とハード整備が一体となった減災体制の確立 災害安全度の早期向上のための多様な計画・
整備、既存施設の有効活用、管理の高度化 を骨子として、水災防止体制を総合的に見直し強化し、この春には
計画論や管理の強化策についてもとりまとめていく予定です。
一方、昨年、この国の改革の方向についての大きな議論がなされたのは、三位一体改革でした。この中で、地
方 団体からの提言では、河川・砂防事業の補助金の大部分が廃止・税源移譲の対象とされました。これに対し、
国土交通省では、 三位一体改革は地方の自主性・裁量性を高めるために推進されなければならない が、 災害
から国民の生命と財産を守る治水対策は、国の基本的責務 であること、 災害の発生に応じて、機動的・集中
的な対応が可能な国庫補助負担金制度の維持が必要 であることについて、ねばり強く主張した結果、昨年 月
三位一体改革についての全体像（政府・与党合意） において、河川事業・砂防事業の補助金は廃止対象からは
除外されました。これも、ひとえに治水対策を望む各地域の声を代弁される皆様のご理解とご支援の賜と、厚く
御礼申し上げます。
この方針の決定後、平成 年度予算案が 月 日に決定されましたが、引き続き厳しい財政事情の中、国全体
の公共投資関係費については、昨年に続き対前年度 倍と減額され、河川局関係予算についても対前年度
倍とされたところであります。また、災害復旧・災害予防のための補正予算案も併せ決定されました。
河川局といたしましては、再度の災害発生の防止など効率的・効果的な安全な地域づくりのための予算の重点
化やソフト・ハード一体となって減災を図る豪雨緊急対策等を実施してまいります。また特に、ダム事業につい
ては、本体工事中のダムに重点投資するなど、必要な事業については着実に実施して、その効果の早期発現に努
めます。
今後も、厳しい財政状況や少子・高齢化等、社会経済情勢の変化を受けて、我が国全体として徹底した構造改
革の推進が求められると思いますが、 安全・安心 を確保していくのは、地域住民の願いであり、地域の住民・
行政そして国が一体となって災害に強い社会を実現していかなければならないと考えています。
本年も、全水連の皆様方の積極的な活動を通じて河川行政に対し一層のご支援を賜りますようお願い申し上げ
るとともに、皆様方の益々のご発展を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

地域と国が一体となって 安全・安心 社会を

国土交通省河川局長

清 治 真 人
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災 の年

昨年 年の世相を表わす 今年の漢字 が昨年

月 日京都市の清水寺で発表された。去年は 個に

のぼる記録的な台風が上陸する他、新潟県中越地震

などの天災が起きたことや、イラク戦争などの戦争

による人的災害なども反映して 災 の字が選ばれ

た。全国から 今年の漢字 ということで公募した

結果、過去最多の 万 名の応募があり、 災

の字が実に 万 名もあったという。まさに次か

ら次へと災害がやってきた。

まず、日本に上陸する台風の数は年平均 個で、

これまでの最大の上陸数は平成 年と 年の 個で

あったが、昨年は、それらをはるかに上まわり例年

の 倍の 個となった。昨年の主な災害を振り返る

と、まず 月に静岡・徳島県を襲った台風 号。

月に入ると、 日の新潟・福島豪雨。 日

の足羽川が破堤した福井豪雨。 月 日に徳島・高

知県等を襲った台風 号。 月になって、 日に三

重県等を襲った台風 号。 日に愛媛・香川県等を

襲った台風 号。 月 月 日にかけては、日

本列島を縦断し熊本・宮崎・鹿児島・愛媛・香川・

広島・岡山・兵庫・北海道等多くの県を襲った台風

号。 月 日には浅間山の噴火。 月 日には各

地で多くの高潮被害を出した台風 号。 日には三

重・兵庫・愛媛県等を襲った台風 号。 月になっ

て静岡・神奈川県・東京都等を襲った台風 号。

日には大分・香川・徳島・京都・兵庫県等を襲った

台風 号。そして 日に新潟中越地震である。

河川についてみれば、 月 日現在 の 級水

系のうち、 河川で危険水位を突破したと報告され

ている。ちなみに平成 年は、危険水位を突破した

のは 河川である。中越地震の被害が余りにも大き

かったので、台風 号の被害の大きさや、新潟・福

島そして福井集中豪雨等々の全国各地の災害も印象

が薄れた感じがする。しかし、いずれの災害も例年

なら記憶に鮮明に刻まれる大災害である。日本人の

自然観には天変地異等に遭遇すると、まるで たた

り にあったとか、悪霊に取り付かれたようだとい

う。古来の政治（まつりごと）はこのような天変地

異に遭遇すると加持祈祷等の悪霊除けを行った。昨

年はまさに悪霊に取り付かれた たたり にあった

ようだ。今年は災害のない年になって欲しいもので

ある。

ダムの効果は歴然、備えあれば憂いなし

昨年の河川災害を振り返ると、全国の多くのダム

が計画規模あるいは、それを超す規模の洪水を調節

し被害軽減に大きな役割を果たした。それらのうち

いくつかの事例を紹介し、感想を述べてみたい。

新潟・福島豪雨では、水害にあった信濃川の刈谷

田川と五十嵐川の上流には三つのダムが洪水を調節

し大きな貢献した。刈谷田川においては刈谷田川ダ

ムで の洪水のピーク流量を低減し、約

万 の洪水を貯留して、下流の氾濫量の軽減に寄与

した。一方五十嵐川においては、笠堀ダムと大谷ダ

ムで の洪水のピーク流量を低減し、約

万 の洪水を貯留して下流の氾濫量の軽減に

大きく寄与した。すなわちダムによる洪水のピーク

富士常葉大学環境防災学部 教授

工学博士 竹 林 征 三
附属 風土工学研究所 所長

災害 の昨年を振り返る

─ダムの効果は歴然、備えあれば憂いなし─
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流量を低減するということは下流の堤防の破堤被害

を軽減したということであり、またダムの洪水貯留

量分だけ氾濫量が少なくてすんだということであ

る。

福井豪雨においては、足羽川の破堤により福井市

内は甚大な浸水被害を蒙った。一方、同じ豪雨域で

あった鯖江市を流れる浅水川流域で浸水被害はなか

った。平成 年 月の梅雨前線豪雨では 戸の浸水

被害がでたが、その後災害復旧等で引堤等の改修を

集中的に実施した。その結果、今回の福井豪雨では

時間雨量と流域平均雨量とも平成 年 月豪雨の時

より上回ったが浸水被害はゼロであった。災害に備

えた地域は被害がでなかった。 備えあれば憂いな

し である。一方、足羽川では治水を主目的とする

足羽川ダム計画が 年ほど前からあったが、昨

今のダムは無駄との世の風潮で、ダムの規模は過大

だとの議論の中、本川から支川にダムサイトを移す

規模縮小案に計画が変更され、流域委員会でダムの

計画を認めるかどうかという議論の最中であったと

いう。治水というものは国家百年の計で粛々と実施

すべきものなのに、大自然の猛威を忘れたダム無用

論によって計画の実現が遅れてしまったものであ

り、今回の足羽川の災害は神様がお怒りになったの

ではないかと思えてならない。足羽川ダムが当初の

計画どおりできていれば今回の災害はなかったので

はないかと悔やまれてならない。

京都府を流れる由良川中下流域の綾部市、福知山

市、大江町、舞鶴市等で台風 号により洪水被害を

蒙った。由良川大橋上流でバスが孤立し、 人の乗

客がバスに取り残されてマスコミを賑わせた。刻々

と水位は上がっていく。バスの屋根で救いを待つ

人々にとっては気が気でない。上流の京都府管理の

大野ダムではダムの貯水量と今後の雨量予測を冷静

に分析して、一般的な操作規則によらず、緊急操作

で限界近くまで貯水しバス乗客救助のため懸命の対

処をした。ダムの水位が最高水位を超過することが

予想される場合は、ダムの流入量の一部をダム貯水

池に貯め込んでいく操作から流入量をそのまま下流

へ放流する操作に移行していくのが一般的である。

今回は、人命を最優先に考えて、下流河川から少し

でも増水するのを抑制するため、この操作をダムか

ら越流が始まる直前まで遅らせた。なお、この操作

は関係機関への綿密な連携のもとで実施されたこと

は言うまでもない。

昨年の三位一体改革の議論で河川と砂防の補助事

業をそれぞれ 割と 割停止・移譲するという地方

自治体の案は地方切捨てであったかを知らしめてく

れた。どこで何時起きても不思議でない災害の年で

もあった。

昨年は全国の多くのダムが洪水調節で大きな効果

をあげ、その役割を果たした。脱ダムやダム無用論

を唱える人々にダムの効果がいかに大きいかを知ら

しめてくれた。

事務局追記

本号にはじめて富士常葉大学教授竹林征三先生に、ご

多忙の中をご寄稿いただきました。先生には、本号から

回にわたりご執筆いただくことといたしておりま

す。ご期待下さい。



平成 年度河川局関係予算（案）の概要（速報版）

平成 年度予算は、去る 月 日に財務省原案が内示され、 月 日に政府案が決定されました。

国費ペースで約 パーセント減と厳しい内容となっております。 詳細は 月号に譲りますが、速報版をお届

けいたします。

河川局所管予算内示総括表（国費）

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

（単位 百万円）

事 項 前年度予算額 内 示 額 対前年度倍率
（ ）

河 川

河 川 総 合

砂 防

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 等

総 合 流 域 防 災 （仮 称）

海 岸

機 械

独立行政法人土木研究所

計

災 害 復 旧 関 係

災 害 復 旧

災 害 関 連

合 計

（注） 国費には、道路関係社会資本分として内示額 百万円（前年度 百万円）を、住宅宅地基盤特定治水施

設等整備事業として内示額 百万円（前年度 百万円）を、下水道関連特定治水施設整備事業として内示

額 百万円（前年度 百万円）を含む。

本表のほかに改革推進公共投資事業償還金内示額 百万円がある。

新規制度等

治山治水

総合流域防災事業（仮称）の創設

水害対策と土砂災害対策、ハード対策とソフト対

策を一体的に実施し、地方の自主性・裁量性をより

高めつつ、豪雨災害等に対し流域一体となった総合

的な防災対策を推進する。

堰堤改良事業の拡充（ダム機能向上事業）

過去に建設されたダムは、現在建設されているダ

ムと仕様が劣るダムが多い。

管理ダムの治水機能や河川環境を総合的に改善を

図るため、直轄堰堤改良費及び堰堤改良費補助の拡

充を図る。

特定事業先行調整費制度の創設

一般にダム及び調整池の本体工事は、経済的な計

画に基づき事業を実施する場合において、一時的に

多額の事業費を要する。この事業の性格上生ずる 事

業費の山 に対して、独立行政法人水資源機構（以

下、 機構 という。）の保有する自己資金を活用す

ることにより，事業工期を尊守しつつ、毎年度の財

政支出の平準化を図る。

静岡県庵原郡由比地区における直轄地すべり対策

事業の新規着手

日本の大動脈（東名高速道路・国道 号・ 東
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海道本線及び情報通信網等）が集中している静岡県

庵原郡由比地区において、豪雨や東海地震等により

大規模な地すべりが発生するおそれがあることに鑑

み、当該地区の地すべり対策を促進するため、直轄

地すべり対策事業に新規着手する。

直轄総合水系環境整備事業の創設

河川の環境整備については、流域全体の視点から

の整備が重要であり、特に上流ダムを有する水系に

ついてはダムとの連携が必要である。したがって、

上流ダムにおける環境整備と河川における環境整備

を総合化して整備することにより、 ダム貯水池で

の水質改善と河川での水質浄化により効果的な河川

の水質浄化を図る。 ダムから河口まで連続して水

辺に近づきやすくすることができる。 ダムから河

口まで連続した魚道整備により、魚類の遡上・降下

環境の改善を図る。 上流ダムから下流への環境向

上のための放流と河川における自然再生の整備を連

携することにより生物の生息・生育環境の改善を図

る。

河川環境事業費補助の統合補助金化

河川の環境整備については、流域全体の視点から

の整備が重要である。

統合河川環境整備事業については、指定区間内の

一級河川及び二級河川において、地域がより創意・

工夫を活かして、流域全体の視点から河川環境整備

事業を推進することを目的とする。

海 岸

津波危機管理対策緊急事業 の創設（海岸省庁

共同）

津波に関する危機管理対策として、既存の海岸保

全施設の緊急的な防災機能の確保及び避難対策を促

進することにより、津波発生時における人命の優先

的な防護を推進することを目的とする。

沖ノ鳥島の管理の充実

本施設は，わが国の国土面積を上回る、約 万平

方キロメートルの排他的経済水域を有する極めて重

要な島である沖ノ鳥島において、海象観測用レー

ダーを導入することにより、管理の充実を図ること

を目的とする。

新規採択箇所名等

建設事業移行

（補助）河川総合開発事業

湊川 五名ダム再開発事業（香川県）

平成 年度予算ダム別内訳表

道府県名
直 轄 ・
補助等別

分類 区分 ダ ム 名
前年度 内示額

備 考
共同費 国費 共同費 国費

北 海 道 直 轄 特 ダ ム 建設 沙流川総合開発 二風谷、平取

石狩川・忠別

留萌川・留萌

石狩川・幾春別川総合開発 新桂沢、三笠ぽんべつ

天塩川・サンル

河川総合 石狩川・夕張シューパロ

補 助 多 目 的 徳富川・徳富

当別川・当別

庶路川・庶路 平成 年度完成

厚真川・厚幌

青 森 直 轄 特 ダ ム 建設 岩木川・津軽

補 助 多 目 的 堤川・駒込

治 水 実調 大和沢川・大和沢

中村川・中村

（単位 百万円）
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道府県名
直 轄 ・
補助等別

分類 区分 ダ ム 名
前年度 内示額

備 考
共同費 国費 共同費 国費

岩 手 直 轄 特 ダ ム 建設 北上川・胆沢

補 助 多 目 的 簗川・簗川

盛川・鷹生

治 水 気仙川・津付 平成 年度は多目的

宮 城 直 轄 特 ダ ム 実調 鳴瀬川・鳴瀬川総合開発 田川第一、田川第二

補 助 多 目 的 建設 迫川・迫川総合開発 荒砥沢、小田

筒砂子川・筒砂子

迫川・長沼

治 水 実調 川内沢川・川内沢

秋 田 直 轄 特 ダ ム 建設 米代川・森吉山

雄物川・成瀬

実調 子吉川・鳥海

補 助 多 目 的 建設 小坂川・砂子沢

実調 斉内川・真木

山 形 直 轄 特 ダ ム 建設 最上川・長井

荒川・横川

補 助 多 目 的 鬼面川・綱木川

治 水 実調 最上小国川・最上小国川

福 島 直 轄 特 ダ ム 建設 阿武隈川・摺上川

補 助 多 目 的 今出川・今出川総合開発 今出、千五沢

木戸川・木戸

茨 城 直 轄 流況調整 建設 利根川那珂川・霞ケ浦導水

補 助 多 目 的 大北川・小山

栃 木 直 轄 特 ダ ム 建設 利根川・湯西川

河川総合 鬼怒川上流ダム群連携

水 機 構 水 機 構 利根川・思川開発

群 馬 直 轄 特 ダ ム 建設 利根川・八ツ場

実調 利根川・吾妻川上流総合開発

河川総合 利根川上流ダム群再編

水 機 構 水 機 構 建設 利根川・戸倉

補 助 多 目 的 烏川・倉渕

碓氷川・増田川

埼 玉 直 轄 河川総合 実調 荒川流水総合改善

荒川上流ダム再開発 大洞、二瀬（再）

利根川上流ダム群再編

水 機 構 水 機 構 建設 荒川・滝沢

荒川・浦山 償還のみ

利根川・武蔵水路改築

千 葉 補 助 多 目 的 建設 夷隅川・大多喜

新 潟 補 助 多 目 的 建設 破間川・広神

胎内川・奥胎内

治 水 儀明川・儀明川
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道府県名
直 轄 ・
補助等別

分類 区分 ダ ム 名
前年度 内示額

備 考
共同費 国費 共同費 国費

新 潟 補 助 治 水 建設 常浪川・常浪川

鵜川・鵜川

山 梨 補 助 多 目 的 建設 葛野川・深城 平成 年度完成予定

琴川・琴川

長 野 直 轄 特 ダ ム 建設 天竜川・三峰川総合開発 戸草、美和（再）

補 助 多 目 的 浅川・浅川

砥川・下諏訪

夜間瀬川・角間

治 水 上川・蓼科

実調 清川・清川

富 山 直 轄 特 ダ ム 建設 庄川・利賀

石 川 補 助 多 目 的 建設 大聖寺川・九谷

町野川・北河内

治 水 犀川・辰巳 平成 年度は多目的

岐 阜 直 轄 特 ダ ム 建設 木曾川・新丸山

実調 矢作川・上矢作

河川総合 建設 木曾川流水総合改善 平成 年度中止

木曾川・横山ダム再開発 平成 年度は特ダム

水 機 構 水 機 構 木曾川・徳山 共同費には、公共費（交付金）を水資源機構の
自己資金で先行調整する 百万円を含む。

補 助 多 目 的 荒城川・丹生川

大八賀川・大島

治 水 長良川・内ヶ谷

静 岡 直 轄 河川総合 実調 天竜川ダム再編

補 助 多 目 的 建設 太田川・太田川

愛 知 直 轄 特 ダ ム 建設 豊川・設楽

補 助 多 目 的 鳥川・男川

三 重 水 機 構 水 機 構 建設 淀川・川上

補 助 治 水 加茂川・鳥羽河内

福 井 直 轄 特 ダ ム 建設 九頭竜川・足羽川

補 助 多 目 的 河内川・河内川

浄土寺川・浄土寺川

吉野瀬川他・日野川総合開発 桝谷、二ツ屋導水、吉野瀬川

滋 賀 直 轄 特 ダ ム 建設 淀川・大戸川

水 機 構 水 機 構 淀川・丹生

補 助 治 水 安曇川・北川

芹川・芹谷 栗栖ダムから名称変更

京 都 直 轄 特 ダ ム 建設 淀川・天ケ瀬ダム再開発

水 機 構 水 機 構 淀川・日吉 償還のみ

補 助 多 目 的 畑川・畑川

大 阪 直 轄 特 ダ ム 建設 淀川・猪名川総合開発 余野川

補 助 多 目 的 安威川・安威川

治 水 大津川・槇尾川
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道府県名
直 轄 ・
補助等別

分類 区分 ダ ム 名
前年度 内示額

備 考
共同費 国費 共同費 国費

兵 庫 直 轄 特 ダ ム 建設 淀川・猪名川総合開発 余野川

補 助 多 目 的 新湊川・石井

千種川・金出地

武庫川・武庫川

奈 良 直 轄 特 ダ ム 建設 紀の川・大滝

補 助 治 水 岩井川・岩井川

和 歌 山 直 轄 特 ダ ム 建設 紀の川・紀の川大堰

補 助 多 目 的 切目川・切目川

鳥 取 直 轄 特 ダ ム 建設 千代川・殿

補 助 治 水 朝鍋川・朝鍋 平成 年度完成予定

島 根 直 轄 特 ダ ム 建設 神戸川・志津見

斐伊川・尾原

補 助 多 目 的 浜田川・浜田川総合開発 第二浜田、浜田（再）

治 水 都治川・波積

益田川・益田川

実調 三隅川・矢原川

岡 山 直 轄 特 ダ ム 建設 吉井川・苫田 平成 年度完成予定

補 助 多 目 的 三室川・三室川

広 島 直 轄 特 ダ ム 建設 江の川・灰塚

補 助 多 目 的 沼田川・福富

治 水 加茂川・四川

八幡川・梶毛

賀茂川・仁賀

山 口 補 助 多 目 的 建設 錦川・平瀬

深川川・大河内川

徳 島 直 轄 河川総合 実調 那賀川総合整備

香 川 補 助 多 目 的 建設 香東川・椛川

別当川・内海ダム再開発

湊川・五名ダム再開発

治 水 綾川・綾川ダム群連携 長柄（再）、田万

愛 媛 直 轄 河川総合 建設 肱川・山鳥坂 平成 年度は特ダム

高 知 直 轄 特 ダ ム 建設 渡川・中筋川総合開発 中筋川、横瀬川

補 助 多 目 的 和食川・和食

福 岡 直 轄 河川総合 実調 筑後川水系ダム群連携

水 機 構 水 機 構 建設 筑後川・小石原川

補 助 多 目 的 那珂川・五ヶ山

祓川・伊良原

実調 大根川・清瀧

治 水 建設 巨瀬川・藤波

佐 賀 直 轄 特 ダ ム 建設 嘉瀬川・嘉瀬川

実調 筑後川・城原川

流況調整 建設 筑後川・佐賀導水
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道府県名
直 轄 ・
補助等別

分類 区分 ダ ム 名
前年度 内示額

備 考
共同費 国費 共同費 国費

佐 賀 補 助 多 目 的 建設 井手口川・井手口川

鹿島川・中木庭

実調 有田川・有田川総合開発 有田（再）、猿川

長 崎 直 轄 特 ダ ム 建設 本明川・本明川

補 助 多 目 的 川棚川・石木

中島川他・長崎水害緊急 本河内高部・本河内低部、西山、
浦上、中尾、雪浦、雪浦第二

伊木力川・伊木力

志佐川・笛吹

実調 村松川・村松

熊 本 直 轄 特 ダ ム 建設 球磨川・川辺川

実調 緑川・七滝

河川総合 建設 白川・立野

補 助 多 目 的 路木川・路木

治 水 川辺川・五木

大 分 建 設 特 ダ ム 建設 大分川・大分川

水 機 構 水 機 構 筑後川・大山

補 助 治 水 稲葉川他・竹田水害緊急 稲葉、玉来

宮 崎 補 助 多 目 的 建設 一ツ瀬川・吹山

鹿 児 島 補 助 治 水 建設 新川・西之谷

沖 縄 直 轄 特 ダ ム 建設 羽地大川・羽地 平成 年度完成予定

沖縄東部河川総合開発 億首、漢那

沖縄北西部河川総合開発 大保、比地、奥間

補 助 多 目 的 儀間川他・儀間川総合開発 儀間、タイ原

（注）・備考欄の の事業については、準備段階にある事業等のうち、事業見直し検討のため、当面は事業促進が見込まれず
予算規模も小さいものについて、当年度の補助事業として予算計上を見送るものであり、見直しの結果、事業促進が
方向づけられた場合には、予算計上を再開するものである。
・予算額は、河川等関連公共施設整備促進事業及び下水道関連特定治水施設整備事業を含んだ額である。
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輝かしき 年がスタートいたしました。

新年あけましておめでとうございます。

昨年は、度重なる台風の襲来や新潟県中越地震な

ど、災害の多い年でありました。被災地の皆さんに

は心よりお見舞い申し上げ、一日も早い地域の復興

をお祈り申し上げます。

さて、福島市は、東京より北に 、福島県中

通り地方の北部に位置する人口 万余の県都であり

ます。東北新幹線及び 東北本線・山形新幹線の

分岐点として、また主要道路は東北縦貫自動車道を

はじめ、国道が東西南北に延びる交通の要衝にあり、

東北と首都圏を結ぶ起点都市として、福島県の政

治・経済・文化の中心地となっています。

市の中心には標高 の信夫山が位置し、これ

を取り巻くように市街地が広がっています。中央部

の土地は平たんで田畑地帯が連なり、北部及び北西

部は果樹地帯として、りんご、もも、なしの特産地

となっているほか、那須火山帯に属している奥羽山

脈があるため、温泉にも恵まれています。

また、吾妻山系及び阿武隈山系から流れる水は、

市を南北に縦貫する阿武隈川に流入し、その阿武隈

川は、宮城県岩沼市及び亘理町において太平洋へと

注ぐ幹川流路延長 を有する日本で 番目、東

北で 番目の大河であります。

福島市の発展は、この母なる川・阿武隈川に負う

ところが極めて大きく、昔から流域住民の生活とと

もにあり、親しまれてきました。その反面、大雨に

よる洪水などの被害も数多く、阿武隈川の歴史は治

水の歴史でもありました。昭和 年の 水害では

被害総額 億円という未曽有の被害に見舞われ、流

域住民も水害に対する危機管理に敏感になってきま

した。自主防災組織がおおよそ町会単位で結成され

ていますが、その会合の中でも行政に対し、洪水情

報提供の要望があがるようになりました。

本市では、平成 年度に 福島市洪水ハザードマッ

プ作成委員会 を設立し、当時の建設省、福島県の

助言を頂きながら、内容・配付等について検討を重

ねました。その結果、平成 年 月に 福島市洪水

避難地図 として完成したところです。

また、このマップは、阿武隈川とこれに注ぐ支川

が増水し、氾濫した場合の浸水予測に基づき作成し

たものであり、市内全域を 分割とし、 万分の

の縮尺、裏面には 万 千分の の縮尺の全地域図

が載せてあります。掲載内容は、必要最小限の情報

とし、避難型、災害情報型及び災害学習型の つの

標準型の特徴を併せ持った併用タイプといたしまし

た。 福島市洪水避難地図 は市内の小学校、支所、

公民館等の公共機関及び浸水予想区域内に含まれる

町内会の全世帯に配付しました。そうして家庭内で

目の届く所に貼って頂き、日頃から避難場所の確認、

家族の連絡先のチェックなどに利用していただいて

おります。

また、最近の水害では、平成 年 月、平成 年

月の台風 ・ 号とがありました。平成 年の災

害時では、私がちょうど市長に就任するとすぐの水

害でございました。 平成の大改修 でほとんどの

ところが大丈夫だろうというように思っていた矢先

の水害でございました。床上浸水 戸、床下浸水

市民との協働による防災対策

全国治水期成同盟会連合会副会長

福島市長 瀬 戸 孝 則
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戸の被害が出た水害でございましたが、今だに、頭

に残っています。

この状況を反省しながら、私はやはり水害という

のは絶対に来ないということはあり得ないというこ

とを市民の皆さんとともに理解し合わないければな

らないなと考えた次第でございます。福島市といた

しましても組織機構改革の中で、 年度から防災室

を立ち上げ、情報収集や指揮命令系統の一本化を図

りました。また、災害時の災害対策本部事務局のあ

り方についても再検証し、誰が、どのような行動を

とるのかなど具体的な役割分担等を明確化するな

ど、初動マニュアル体制を確立し、迅速な災害対応

ができるような処置を講じました。

そのような中にありまして、昨年、福島市を会場

とし、国土交通省東北地方整備局（福島河川国道事

務所）、福島県、阿武隈川上流改修促進期成同盟会

の主催による ロールプレーイング方式 による災

害対策本部の危機管理訓練の機会を与えていただき

ました。演習者で構成する演習部（プレーヤー）と

演習を運営・進行・評価等を行う指揮部（コント

ローラー）に分かれての演習であります。プレーヤー

には、演習シナリオが一切知らされておらず、コン

トローラーが演じる各ダミー機関からの災害状況の

付与で、プレーヤーが判断・決断し、災害対処する

といった具合であります。実際の災害時に近い場面

を設定（具体的な氾濫河川名・被害地域名）してあ

るので、大変緊迫感があり、災害対策本部の災害対

応のあり方を検証するのには、最適の演習でありま

した。午後 時から 時 分までの時間でありまし

たが、職員も本番さながらの真剣さで対応にあたり

役割分担や災害の対処方法を確認いたしました。

私もこのロールプレーイング方式による訓練を経

験するのは初めてでありましたが、福島市職員をは

じめ、流域自治体の災害対処能力の向上が図られ、

また災害に対する危機管理能力のアップにも繋がり

大変有意義であったと認識いたしました。ぜひ、他

自治体におかれましても一度検証されればと思うわ

けであります。

最後になりますが、今回の三位一体改革ではそれ

ぞれの立場での取り組み大変だったことと思慮され

ます。 政府・与党は昨年 月 日、国と地方の税

財政を見直す三位一体改革の全体像を決めました。

これによりますと、廃止して税源移譲の対象とされ

た河川事業・砂防事業については、廃止対象から除

外され、補助制度の廃止は行われないこととされま

した。国民の生命・財産を守る治水事業の重要性と、

国の役割が広くご理解いただけたものと思っており

ます。

しかしながら、補助金などの改革をめぐり国と地

方が今後も協議を継続するということなので、引き

続き、治水事業が一層進められるような基盤づくり

に取り組んでいきたいと考えております。全水連関

係各位の一層の結束を切望いたします。

経 歴

平成 年 月 福島市長に就任 現在に至る

現在 阿武隈川上流改修促進期成同盟会

会長

摺上川ダム建設促進協議会会長

東北直轄河川治水期成同盟会連合

会会長

東北直轄ダム事業促進連絡協議会

副会長

平成 年 月 全国治水期成同盟会連合会副会長に

就任
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平成 年度全国治水大会 長崎大会
─佐世保市 アルカス において、平成 年 月 日開催─

平成 年度全国治水大会長崎大会実行委員会

はじめに、昨年の新潟県中越地震をはじめとする

多くの災害において犠牲となられた方々のご冥福を

お祈り申し上げますとともに、被害を受けられた

方々に対しまして心からお見舞いを申し上げます。

長崎県におきましても、諫早大水害、長崎大水害、

雲仙普賢岳噴火災害など、多くの災害に見舞われて

きました。また、離島、半島で構成され、北海道に

次ぐ海岸線を有する本県は、その地形から、水資源

に恵まれておりません。県民の安全と豊かな生活の

ため、治水事業の推進は、本県の最重要課題として

位置づけられております。

今年度の全国治水大会が、この時期、本県において

開催されますことは、誠に意義深いことと存じます。

さて、会場となる佐世保市は、本県北部地域の中

心都市として、平成 年、市制施行 周年を迎え

ました。

今年、指定 周年を迎える西海国立公園は、九十

九島など豊かな自然に恵まれております。また、ハウ

ステンボスは、水を育み、水に育まれる街として、人

と自然の調和を育む環境づくりに努めております。

皆さまには、このハウステンボスを含め、大会翌

日の視察を予定いたしております。

長崎市内コース

長崎大水害関連箇所といたしまして、市内を流れ

る中島川の改修、上流のダム事業、長崎港にひろが

る長崎水辺の森公園

諫早市内コース

諫早大水害時に大氾濫を起こした本明川の改修

島原半島コース

雲仙普賢岳噴火災害関連の砂防事業、雲仙岳災害

記念館

視察当日の 月 日は、平成 年の大火砕流によ

り犠牲となられた方々のご冥福をお祈りする いの

りの日 となっております。

また、講演を、テレビなどでおなじみの脚本家

市川森一氏にお願いしております。

特別講演 脚本家 市川 森一氏

先生は、 年、長崎県諫早市のお生まれです。

現在は、日本放送作家協会理事長としてご活躍中

です。

多数の皆さまにご来県いただきますよう、心から

お待ち申し上げております。

全水連だより

月 日 （曜） 時 刻 行 事 会 場

月 日 （水） 全水連春季理事会 麹町会館

月 日 （木） 第 回全水連総会 長崎県佐世保市

月 日 （木） 年度全国治水大会 長崎県佐世保市

月 日 （木） 全水連秋季理事会 麹町会館

月 日 （火） 年度促進全国大会 砂防会館別館

（注）各地方治水大会の日程、会場等は、これから決定いたします。

平成 年度 全 水 連 行 事 予 定
（平成 年 月 日現在）

全国治水期成同盟会連合会



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 10%)
  /CalRGBProfile (Apple RGB)
  /CalCMYKProfile (U.S. Sheetfed Coated v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
    /AndaleMono
    /Apple-Chancery
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /CapitalsRegular
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /Charcoal
    /Chicago
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Courier
    /Courier-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /FutoGoB101-Bold
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /GadgetRegular
    /Garamond
    /Geneva
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBB-Medium
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101-Bold
    /GothicMB101-Ult
    /GothicMB101-hea
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HeiseiKakuGothic-W5
    /HeiseiMincho-W3
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /HoeflerText-Black
    /HoeflerText-BlackItalic
    /HoeflerText-Italic
    /HoeflerText-Ornaments
    /HoeflerText-Regular
    /Impact
    /Jun101-Light
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34-Medium
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501-Bold
    /Jun501Pro-Bold
    /KaishoMCBK1Pro-DeBold
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /MidashiGo-MB31
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMin-MA31
    /MidashiMinPro-MA31
    /Monaco
    /NewYork
    /Osaka
    /Osaka-Mono
    /Palatino-Bold
    /Palatino-BoldItalic
    /Palatino-Italic
    /Palatino-Roman
    /Ryumin-Bold
    /Ryumin-Light
    /Ryumin-Medium
    /Ryumin-Ultra
    /Ryumin-heavy
    /Ryumin-regular
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /RyuminPropNum-Light
    /SandRegular
    /ShinGo-Bold
    /ShinGo-Light
    /ShinGo-Medium
    /ShinGo-Ultra
    /ShinGo-regular
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKai-CBSK1
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Skia-Regular
    /Symbol
    /TechnoRegular
    /TextileRegular
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Webdings
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200034002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


